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本章と類似の研究は 2 ， 3 あるが，いずれも併用による効果の正負のみ論じているものであり，本
章のようにその原因について追求しているものは皆無である。
第 8章ではエーテル型非イオン界面活性剤の洗浄性に対する無機ビルダーの効果について検討し，
軟水，硬水いずれの場合も縮合リン酸塩，ケイ酸塩が有効で，とくに硬水中では縮合リン酸塩のよう
な金属封鎖能を有する無機ピノレダーの効果は硬水中の金属イオンを封鎖し終った点で最高に達するこ
とを認めている。
第 9 章では有機ピルダーの効果について検討し，エチレンジアミンテトラアセテートの硬水中での
効果は第 8章の縮合リン酸塩と全く同一であることを認めている。また，カルボキシメチルセルロー
スなど再汚染防止剤の効果は羊毛繊維の洗浄において，とくに著しく，第 4 章の結論をさらに裏づけ
している。
第10章は各章において得られた個々の結果を総括し，本論文の結論を示している。
本論文は今後洗浄剤の重要な基材となるエーテル型非イオン界面活性剤の洗浄性について，いろい
ろな角度から検討を加え，従来数多く研究された陰イオン界面活性剤の洗浄性と著しく相違する点を
明らかにした。とくに羊毛繊維に対する収着と洗浄性に関する知見は工業的にも学術的にも貢献する
ところが大きし、。よって本論文は博士論文として充分価値あるものと認められる。
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